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要 旨   

 

アルコール性肝炎（AH）は，長期にわたる過度のアルコール摂取歴や最近の大量飲酒歴の

ある患者において，黄疸と進行性炎症性肝障害を特徴とする臨床症候群である。重症のア

ルコール性肝炎は、生命を脅かすアルコール関連肝疾患の一形態であり、初診時から 1ヵ

月後の短期死亡率は約 30〜50％と高い。AHの発症と進行には、多くの炎症性メディエー

ター、代謝経路、転写因子、エピジェネティック因子が関連していることが示唆されてい

る。重度の AH患者の肝不全や死亡率には、肝細胞死、炎症、肝再生障害などいくつかの

要因が関与していると考えられる。AHの病態は過去 50年間に広く研究され、多くの治療

標的が特定されてきたが、AH に対する新しい治療薬の開発は成功していない。この総説

では、インターロイキン-22（IL-22）の生物学について、また、最近開発された慢性＋ビ

ンジエタノール摂取、急性-慢性肝不全、C-X-Cモチーフケモカインリガンド 1＋高脂肪食

誘発非アルコール性脂肪肝炎などのモデルを含む多くの前臨床モデルにおいて、肝障害

を防ぐための抗アポトーシス、抗線維化、抗酸化、抗細菌感染、再生刺激などの役割につ

いて論じる。最後に、AHの治療のための IL-22の臨床試験についても議論し、AHの患者

にいくつかの有望な効果を示した。 

 

 


